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３年生って、いったいどんな学年でしょうか？
新しい教科がたくさん始まる学年？
まだまだ素直でかわいらしい学年？
ここでは、「３年生ってどんな学年？」ということを一緒に確認していきましょう。

1 新たな学習が一気にスタート
３年生と言えば

新たな学習が一気に始まる学年

と言えます。新しい学習と出会うのは、３年生のほかに５年生しかありませんが、３年生は５年生
と比べても多くの学習と出会う学年となります。
では、どのような学習と３年生の子どもたちは出会うのでしょうか？

・社会
・理科
・外国語活動
・総合的な学習の時間

時間割で見ても、これだけの学習が増えるのです。６時間授業も２年生の頃と比べると多くなっ
ています。
また、時間割には表れませんが、

・習字
・リコーダー
・ローマ字

なども、３年生の大きな学習と言えるでしょう。
こうしたことを念頭に入れて、１年間を考えることが大切です。

2 学校生活をより主体的に過ごせるように
また、次のようなことも言えます。

学校生活が、低学年の頃に比べて、さらに慣れてきている

もちろん、個人差はありますが、学校へ登校する、学校で生活するということに対して負担がな
くなっていることはもちろん、「どうやって学校生活を送ろうか」と、自分から主体的に関わるこ
とができるくらいに慣れてきているとも言えます。
こうした利点も存分に生かしていきましょう。
低学年の頃であれば、先生にやってもらっていたようなことも

　「みんなの力でやってみる？」
と、子どもたちに学校生活のかじ取りを譲り始めることができる学年とも言えます。
この視点を、学級経営にも存分に生かしていきましょう。

3 本格的な「子ども―子ども」の関係が始まる
また、３年生という学年は「他者」をようやく意識することができる発達の段階にあるとも言え

ます。
低学年の頃は「先生－子ども」がメインだった人間関係も、「子ども－子ども」という関係が本

格的に生まれ始めてきます。
放課後でも、子どもたちだけで遊ぶ時間が長くなり、だんだんと「子ども（だけ）の世界がつく

られ始める」とも言えます。
子どもたちの発達の段階から見ても、他者の存在が認められ始める時期です。
この発達をどれだけ活用できるかで、３年生の１年間は決まってくるのです。

３年生って
こんな学年！

新たな学習がスタート！
「子ども－子ども」の
関係が始まる！

10 11３年生ってこんな学年！



▶ 12月の目標
７月に続いて３年生として２度目の学期末。２学期の振り返りを丁寧に行うことに変わりはあり
ませんが、視点としては「４年生に近い３年生」として２学期をどう過ごせたのか、または３学期
をどう過ごしていきたいのかを振り返るようにさせましょう。そのような意識をもたせることで、
日常の学校生活の意識を高めるようにしていきます。

12月の学級経営を充実させるために
12月も７月と同じように、３週間程度しか学校に登校しませんので、何か新しい取組を始めると
いうよりも、これまでの学級を振り返る時期であると言えるでしょう。
ただし、１学期に比べると、ずいぶんといろいろな点で子どもたちは高まりを見せている時期で
あるとも言えます。
具体的に、どのような視点で子どもたちを振り返ればいいのでしょうか。

・�男女の仲はどれくらいよいか。授業中、どの男女も関係なく話をすることができるかどうか。
また、休み時間はどれくらい男女で過ごしているか（休み時間は必ずしも男女で過ごさなけ
ればならないわけではない）。
・�どれくらい子どもたちが協働的な学びを進めることができるかどうか。子どもたちの雰囲気
や協働学習の発言の内容はどうか。どれくらい自分たちで学習を進めようとしているか。
・�一人一役当番や給食当番、掃除当番はどうか。スピーディーに正確にこなすことができてい
るかどうか。必要なことは話し合い、自分たちで問題解決をしているか。

そんな視点で、学級を振り返ってみましょう。
これまでの子どもたちの成長と自分自身の実践の成果を見つめることができるはずです。ぜひ、
丁寧に振り返りをするようにしてください。

注意事項
12月は特に「できていること」「成長したところ」を中心に振り返りを行うようにしましょう。
３学期は、ここまでの取組を次年度へと伝えていく時期です。子どもたちができるようになったこ
とを、４年生へと引き継げるようにしてください。

Jamboardで自分たちを振り返ろう
▶ ねらい
６つの視点をもとに、自分たちの２学期の姿を振り返り、できたことやできなかったことを明ら

かにすることを通して、３学期への意欲につなげるようにし、自分たちの行動や心情をよりよくし
ていこうとする態度を育てる。

▶ 活動例
Googleによる「Jamboard」を活用することで、以下のような取組をすることもできます。

１�．下のようなJamboardを作成しておく。スペースが小さいと感じた場合は、「その他」を消して
もよい。

２�．子どもたちに２学期の振り返りをすることを告げる。付箋機能を使ってみんなで付箋を書き溜
めていく。その際、「４年生に近い３年生としてどうだったか？」を考えて付箋を書くように伝
える（よかったことは黄色、よくないと思ったことはピンク、分からないと思ったことは緑など
で色分けするとよい）。

３�．完成したものをプリントアウトし、教室に掲示する。２学期末のキャリア・パスポートでは、
これを参考に個人の振り返りをさせるとよい。

▶ 活動後のポイント
完成したものをキャリア・パスポートに活用することはもちろん、３学期にも活かしていくとよ

いでしょう。掲示することで、いつも自分たちの姿を振り返ることができます。ぜひ、役立ててみ
てください。

Jamboardで自分たちの姿を
振り返る月1212

３年〇組 ２学期ふり返り

学習発表会 普段の授業 総合

協力

運動会

当番 その他① その他②

160 16112 月　Jamboardで自分たちの姿を振り返る



ねらい
　「はじめまして」の適度な緊張感がある中
で、安心を感じることができる１日にする。

指導のポイント
とにかく焦らないことが大切です。初日は時
間に追われます。しかし、初日だからこそ丁寧
にやることが大切です。この１日で、これから
１年間の流れが決まります。やりたいことは最
小限にして、まずは新しい仲間との出会いを楽
しめるようにしましょう。

自己紹介カード
自己紹介カードは「今」の自分を知っ
てもらうものになります。自由度の高い
枠のものを用意して自分らしさを伝え、
新たな気付きから子どもたち同士のつな
がりを深めるようにしていきましょう。

4月 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4A P R I L

教室の場所や靴箱の場所など、必要な場所の確認が
終わったら、避難経路も忘れずに確認しましょう。い
ざというときは、いつ来るのか分かりません。だから
こその備えが必要です。

環境が整っているとやる気も湧いてきます。初日は
何をどこに片付けるのかを丁寧に確認し、明日から１
人でできるように場所を明確にします。きれいな状態
の掲示物もあれば見本となり、なおよいでしょう。

たくさんの配布物の中に、確認しておいたほうがい
いものもいくつかあります。提出書類の期限を確認し
て、自分でお家の人に頼むように声をかける必要があ
ります。

担任の自己紹介をクイズ形式にします。パワーポイ
ントを使い、写真や音声を交えながら楽しい出会いに
します。このとき、必ず伝えるのは叱るときの基準で
す。これが学級の安心を生みます（右上図参照）。

担任の自己紹介をする0101 避難経路を確認する0303場所を指定する0202 配布物を確認する0404
学級開きの展開

名前 誕
たん

生
じょう

日
び

趣
しゅ

味
み

好きなもの

今、夢
む

中
ちゅう

になっていること！

これだけはだれにも負けない！

得
とく

意
い

なこと

ちょっと苦
にが

手
て

かも…

☆わたしのトリセツ☆

学級開き① ■自己紹介カードの記入

■叱るときの基準

苦手な 
ことは…

サッカーは 
誰にも負けない

危険な行動が見られたとき、
命を大切にしていないとき
は、みんなが安心できないこ
とを伝えます。

命に関わるとき

汚い言葉をかけたり、暴力な
どをしたりするなど、相手の
ことを考えていない行動につ
いても、しっかりと考えるよ
う伝えます。

人を傷つけたとき

人と生活する上で、相手だけ
でなく、自分のことも大切に
します。自分が傷ついたこと
を、そのままにしないことを
伝えます。

自分を大切にしなかったとき

28 294 月　学級開き①

4
月



4月 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月9SEPTEMBER

ねらい
子どもが自分たちの力でやり切ったと思える
運動会にする。

指導のポイント
運動会では、よく子どもも大人も何の種目を
するのか、どんな演技をするのかに興味をもち
ます。しかし、指導者としては種目や演技内容
に加えて、その過程も大切にしたいものです。
「一方的に教えて終わり」ではなく、子どもた
ち自身が工夫する余地を与えてあげることが大
切です。自分が工夫したことで、褒められれば
自信につながります。そんな運動会を目指して
みては、どうでしょうか。

競技・演技ごとに 
工夫する余地
運動会では、競技や演技で誰と工夫するのか

が変わります。例えば、下のように考えます。

個人走：自分の工夫
団体競技：同じ仲間（組別など）との工夫
団体演技：学年全員との工夫

つまり、運動会では自分はもちろんのこと、
同じ仲間や学年集団という大きな枠組みで力を
合わせて臨むことができます。
この機会を子どもたちが教えてもらったこと

だけに全力を注ぐのはもったいないと思いませ
んか。そこで、大切にしたいことは、子ども自
身が試行錯誤できる余地です。例えば、団体演
技を子どもたちに考えさせるなどが挙げられま
す。
教師だけでなく、子どもたちも考え、「自分

たちで取り組んだ運動会である」という自信に
つなげてあげましょう。

運動会③

振り付けの一部分を子どもたちに考えさせてみまし
ょう。同じ拍の中で、様々なグループが一斉に違う動
きをすると、迫力があります。考えさせる部分として
は、サビ以外にするとよいでしょう。サビは、全員が
揃う振り付けを考えると迫力が出ます。

綱引き・棒引き・台風の目など様々な種目がありま
す。どの種目においても、必ず作戦タイムを設けてあげ
ましょう。相手チームにばれないように考える環境をつ
くれば、子どもたちは真剣に議論し始めるはずです。

入場を考えさせます。考える際は、言葉を考えさせる
といいでしょう。入場の際に、子どもたちが意気込みを
語れば、１つの見せ場となります。自分たちの思いを言
葉にのせ、演技に入ると顔つきががらりと変わります。

中学年ではトラックの半周、または一周を走ること
がよくあります。工夫させたいポイントは、カーブの
走り方です。外側の手を大きく振ったり、体の角度を
変えたりする工夫がありますが、子どもがICT端末を使
って、走り方の研究時間を取るのもよいでしょう。

個人走を考える0101 団体演技を考える①0303団体競技を考える0202 団体演技を考える②0404
運動会を考える

138 1399 月　運動会③

9
月



4月 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4A P R I L

ねらい
ビンゴゲームを通して、自ら問題を見いだし
解決していこうとする態度を育む。

指導のポイント
３年生で理科の学習が始まります。子どもた
ちは、「どんな学習をするのだろう」と、わく
わくしていることでしょう。このわくわく感を
大切に、理科が楽しいと思えるような授業を考
えていくことが大切です。また、子ども自身が
問題を見いだし、解決するために観察・実験を
していきたいという気持ちを育てられるように
しましょう。

体験を通して問題を見いだす
理科では実物に触れ、体験していく学習を大

切にしています。その体験から問題を見いだ
し、理科の見方・考え方を働かせながら、その
問題を解決していきます。

理科

左の話合いをしていると、子どもたちに観察して確
かめたい・観察しないと分からないという思いが生ま
れます。その「観察したい」を取り上げ、自然観察に
出かけましょう。
このゲーム的な活動には、「子どもが考え・疑問を抱
き・解決したい」という３要素が込められています。
ゲームを通して、楽しく学び、新しい発見が生まれる
ようにしてあげることが大切です。

自然の生き物に興味をもたせるために、ネイチャー
ビンゴを活用します。まずは、右のワークシートを配
ります。枠の中に当てはまる生き物は、学校の中にい
る生き物です。考えさせると、様々な答えが出てくる
でしょう。

【発問例】
Ｔ：�「枠の中に入る生き物は、学校にいます。どんな生
き物が入るでしょう」

Ｃ：「黒い生き物はダンゴムシだね」
Ｃ：「黒はアリじゃないかな」
Ｃ：「他にもたくさんありそうだよ」
Ｃ：「ん？黄色って何だろう？」

ネイチャービンゴで
自然観察0101 自然観察に出かける0202

活動の展開

黒色 まるい形 つるつるしてる

ぎざぎざしてる 赤色 手より大きい

白色 細長い 黄色

ネイチャービンゴ
年　　　組　　　　　名前　　　　　　　　　　

□には、学校の中にいる生きものが入ります！
□の中の言葉をヒントに考えてみよう！

「しょくぶつ」も「どうぶつ」も生きものに入るよ！

48 494 月　理科

4
月



4月 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月6J U N E

ねらい
避難訓練を実施する意義や自身の役割を理解
し、不測の事態に対応できる力を身に付けると
ともに、訓練内容によって異なる動きがある場
合は、それぞれの動きも理解する。

指導のポイント
避難訓練では、誰のために実施しているもの
なのかを正しく理解しておく必要があります。
当事者意識がないままの実施は、ただの訓練に
しかなりません。子ども、教職員、学校組織全
体で取り組んでいるということを教師自身が自
覚するだけでなく、子どもにも理解してもらい
取り組んでもらう必要があります。意識が変わ
るだけで訓練の充実感は大きく変わります。

訓練前の準備
下には、主な４つの訓練を紹介しましたが、

各訓練には、共通点があります。大切なこと
は、「子どもも教師も安全に避難する」という
ことです。
そのためには、事前の準備（意識）が重要で

す。起こるかもしれないという想定をしておく
ことが、いざというときに動けるかを大きく左
右します。また、自分が動けるだけでなく、子
どもにも動いてもらうためには、きちんと伝え
ておくことが重要です。
起こる確率は非常に低いかもしれませんが、

決して０％ではありません。その意識を自分自
身だけでなく、子どもたちにももってもらうこ
とは、より安全な学校をつくるためにも不可欠
です。
多くの学校が学期に１回以上避難訓練を実施

しています。まずは、それぞれの訓練前に自分
の役割を必ず確認しておきましょう。そして、
訓練後には自分自身の行動を子どもたちと一緒
に見直す時間を取るとよいでしょう。

避難訓練

校舎内、教室内に入れないことが重要です。教室で
起こった際には、すぐに教室を施錠し、入口や窓側に
は机や椅子でバリケードをつくらせましょう（机を寄
せるだけでもOK）。担任は子どもから離れてはいけま
せん。応援を呼ぶ際もその場から大声を出したり、笛
を吹いたりして呼びましょう。

火災が起こり得そうな場所は、ある程度は想定でき
ます。避難経路を確認しておき、火災が起きた場所を
通らずに、最短ルートで校舎外に出られるルートをあ
らかじめ想定しておきましょう。また、逃げる際は、
姿勢を低くすること、ハンカチなどで口元をおさえさ
せ、煙を吸わないことが重要です。

地域にもよりますが、地震対応避難訓練とセットで
行われる場合が多いと思います。「地震＝外に出る」と
考えることは大切な考えですが、その先に津波が押し
寄せている場合は、かえって危険です。その後の放送
も逃さず聞きましょう。また、「地震の後には津波も来
るかもしれない」という意識をもちましょう。

地震が、起きたらまずは身を守ります。しかし、そ
れは場所によります。自教室であれば机の下、廊下で
あれば近くの教室、もしくは外に出る。校庭であれば、
建物が倒壊してこない位置等。起こった場所によって
判断できるように、事前に学校で起こる想定をしてお
き、子どもたちに伝えておきましょう。

地震対応避難訓練0101 不審者対応避難訓練0303火災対応避難訓練0202 津波対応避難訓練0404
４つの避難訓練の展開

危機管理マニュアルの重要性
あなたは、危機管理マニュアルの存在を知ってい
ますか？手元には危機管理マニュアルはあります
か？
学校安全計画及び危険等発生時対処要領（危機管

理マニュアル）は、各学校で必ず策定を義務付けら
れています。危機管理マニュアルは学校ごとの策定
のため、載っている内容に違いはあるものの、避難訓
練だけでなく、多くの緊急時の対応が載っています。
もちろん、各避難訓練の内容や対応などについて
も載っています。みなさんがよく見ている学期に１
回の各避難訓練の要項は、危機管理マニュアルから
抜粋していると考えるとよいでしょう。そう考える
と、全てが危機管理マニュアルにつまっているとい
うことが分かると思います。
一度あなたの学校の危機管理マニュアルに目を通
してみましょう。訓練の必要性だけでなく、組織と
して危機管理をどのようにマネジメントしていくの
かが見えてきますよ。
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